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注意事項

1.本資料は専門工事業者（瓦屋根）を対象としています。

2.本資料は当社の標準施工要領を示すものです。

　（地域・ハウスメーカー毎に施工方法が異なる場合があります。）

3.本資料は法改正、商品改良のためなどにより予告なく変更する場合があ

  りますので、施工の際には本資料が最新であることをご確認ください。

改定内容

【 制 定 版 】（初版）　2015.3

【第12回改定】 2022.10

【第9回改定】 2021.9

【第8回改定】 2018.12

・イーグルロックの削除

・イーグルエクサマックス　追加

【第10回改定】 2021.11

・防災フィットを防災フィット３０６へ名称変更

・i-Net袖瓦、i-Net隅瓦の追加

・防災フィット３０３の追加

・三角棟、片流　乾式工法追加

【第11回改定】 2022.1

・本谷メタル（谷樋）厚み変更

・イーグルエクサマックス形状変更

・差し棟工法、廻り隅工法追加

【第13回改定】 2023.10



 

 

イーグルエクサ・イーグルエクサマックス・防災フィット 施工要領書 
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●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。●表示内容を無視して誤った工事をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分して、説明しています。

①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。①屋根勾配・流れ長さ・地域等に適した設計基準になっているかを確認してください。

＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。＊この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

　想定される」内容です。　想定される」内容です。　想定される」内容です。　想定される」内容です。　想定される」内容です。　想定される」内容です。　想定される」内容です。
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　業者を対象としています。　業者を対象としています。　業者を対象としています。　業者を対象としています。　業者を対象としています。　業者を対象としています。　業者を対象としています。

①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門①この施工要領書は、瓦屋根工事技士、瓦葺一級技能士、二級技能士、またはこれらと同等の施工能力を持った専門
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４）その他４）その他４）その他４）その他４）その他４）その他４）その他

３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。３）施工後についても養生・保守管理を徹底してください。

２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認２）作業における点検・確認

１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認１）作業開始前の点検・確認

  を着用してください。  を着用してください。  を着用してください。  を着用してください。  を着用してください。  を着用してください。  を着用してください。

③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。③健康状態に注意して作業してください。
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①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。①屋根工事作業者は、正しい服装で安全作業をしてください。

④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。④転落防止の足場を確保して下さい。

③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。③整理・整頓に心掛けてください。

②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。②屋根下地の施工が安全に行われているかを確認してください。
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＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。
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●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を

●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。

●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。

　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。

　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り

　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。

　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。

●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。

●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット

●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。

⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。

１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意

２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために



①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。

②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして

　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。

①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認

  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。

②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。

③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ

  い。  い。  い。  い。  い。  い。  い。

④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。

⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお

  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。

（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが

  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）

①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って

  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。

②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って

  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設

  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。

③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み

  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。

⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく

  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。

⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物

  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。

  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置

  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして

  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。

⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。

①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、

  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを

  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。

②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。

安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）

現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法

瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ

梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方

④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に

  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。

２２２２２２２

３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業



　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。

①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに

  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。

⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ

  い。  い。  い。  い。  い。  い。  い。

　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな

　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし

●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根

⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破

  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ

  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。

③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を

  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏

  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘

  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。

　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意

④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど

  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹

  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。

　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき

    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。

    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。

    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。

②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ

  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。

　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生

    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。

３３３３３３３

４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理



ストレートブラック、マットブラウン、ラスティーグリーン

５．製品仕様

４

イーグルエクサ

アンダーラップ部 オーバーラップ部

働
き

長
さ

　
2
8
0
㎜

防災フック

防
災
ロ
ッ
ク

(
2
5
0
～

2
8
5
㎜

)

桟葺き基準線

全
長

　
3
5
2
㎜

防災フィット３０３

働き幅　303㎜

全幅　341㎜

建築基準法　第２条９項に基づき国土交通省告示第1400号に瓦は不燃材料として定められています。

1100度以上の高温で焼き固められているので通常の火災時の加熱に対して、燃焼、変形、溶融、亀裂、有害なガスの発生はありません。

全　　長

働き長さ

重　　量

葺き枚数

梱包枚数

全　　幅

働 き 幅

４０枚／坪

３２４枚／パレット

３５２㎜ ３４１㎜

２８０㎜

（２５０～２８５㎜）

３０３㎜

３.５㎏／枚　（４１.３㎏／㎡）

標準屋根勾配

その流れ長さ

6.0/105.0/104.5/104.0/103.5/103.0/10

【注】これはイーグルエクサを安心してお使い頂くための標準値です。

8ｍ 12ｍ10ｍ 15ｍ 18ｍ 24ｍ

2.5/10

6ｍ アンダーラップ部 オーバーラップ部

働
き

長
さ

　
2
8
0
㎜

防
災

ロ
ッ

ク

防災フック
桟葺き基準線

全
長

　
3
5
2
㎜

(
2
5
0
～

2
8
5
㎜

)

働き幅　303㎜

全幅　341㎜色　　種
銀富士、昴、クリアマット

標準屋根勾配及びその流れ長さ

全　　長

働き長さ

重　　量

葺き枚数

梱包枚数

全　　幅

働 き 幅２８０㎜

４０枚／坪

３２４枚／パレット

（２５０～２８５㎜）

３５２㎜ ３４１㎜

３０３㎜

３.７㎏／枚　（４４.４㎏／㎡）

標準屋根勾配及びその流れ長さ

標準屋根勾配

その流れ長さ 8ｍ 21ｍ

6.0/103.5/10

【注】これは防災フィットを安心してお使い頂くための標準値です。

10ｍ 12ｍ 15ｍ

4.0/10 4.5/10 5.0/10

色　 種 ストレートブラック、マットブラウン、銀富士

全　　長

働き長さ

重　　量

葺き枚数

梱包枚数

全　　幅

働 き 幅

４０枚／坪

３２４枚／パレット

３５２㎜

２８０㎜

（２５０～２８５㎜）

３０３㎜

３.５㎏／枚　（４１.３㎏／㎡）

標準屋根勾配

その流れ長さ

標準屋根勾配及びその流れ長さ

イーグルエクサマックス

３３９㎜

色　　種 ストレートブラック、マットブラウン、銀富士

【注】これはイーグルエクサマックスを安心してお使い頂くための標準値です。

3.0/10 6.0/105.0/104.5/104.0/103.5/102.5/102.0/10

オーバーラップ部

防災フック
防

災
ロ
ッ

ク

働
き

長
さ

　
2
8
0
㎜

(
2
5
0
～

2
8
5
㎜

)

全
長

　
3
5
2
㎜

全幅　339㎜

働き幅　303㎜

桟葺き基準線

アンダーラップ部
10ｍ 12ｍ 14ｍ 16ｍ 21ｍ 24ｍ 30ｍ18ｍ



５

右 左

イーグルエクサ半瓦 右

イーグルエクサ半瓦 左

防災フィット３０３

イーグルエクサ雪止瓦

防災フィット３０３桟瓦 フィット３０３半瓦 フィット３０３雪止瓦

※寸法は働き寸法
６．製品リスト

全
長
33
5 96（内寸）

兼用袖

兼用袖瓦

全
長
29
8

兼用角

全
長
37
0

兼用袖寸長

i-Net袖瓦

※図は左 ※図は左 ※図は左

i-Net袖瓦　右

i-Net袖瓦　左

i-Net袖角瓦　右

i-Net袖角瓦　左

i-Net寸長袖瓦　右

i-Net寸長袖瓦　左

イーグルエクサ / イーグルエクサマックス

イーグルエクサ/イーグルエクサマックス桟瓦

エクサマックスエクサ

96（内寸）

（内寸）
135

（内寸）
95

全長325
全長290 全長375

全
長
31
6

115（内寸）

100（内寸）

※図は右

幅広袖 右

幅広袖 左

幅広袖瓦 ※幅広袖は桟木ピッチ270～285㎜の時にのみ使用できます

全
長
37
5

※図は右

幅広袖寸長 右

幅広袖寸長 左

全
長
30
0

※図は右

幅広角 右

幅広角 左

フィット一体袖 右 フィット一体袖 左

182

内寸152

182

内寸152

一体袖 ※桟瓦が防災フィット３０３の場合にのみ使用できます

※昴、ラスティーグリーン、クリアマットは受注生産となります

※ラスティーグリーン、クリアマットは受注生産となります



６

三角棟瓦（紐付）

紐付三角棟瓦 紐付三角切妻巴（大エグリ有） 紐付三角切妻巴（小エグリ有） 紐付三角三ツ又

150

303

2
2
8

150

※受注生産品

差し棟

差し棟 差し棟止 差し棟寸長 差し棟寄棟止 差し棟四つ又

37
8

196

37
8

196

48
0

196

i-Net隅瓦 i-Net隅角瓦 i-Net寸長隅瓦 i-Net寄棟止 i-Net四つ又

3
4
2

200

38
1

200

38
1 200

48
0

234

i-Net隅瓦

342

素三角棟瓦

素三角棟瓦 素三角切妻巴（大エグリ有） 素三角切妻巴（小エグリ有） 素三角三ツ又

150 150

303

2
1
0

素三角四ツ又 素三角棟曲り 素三角菱巴右　

素三角菱巴左
（素三角隅棟止）
素三角カッポン

右 左

紐付三角四ツ又 紐付三角棟曲り 三角菱巴 右三角カッポン
（三角隅棟止）

右 左

※大のみ ※受注生産品

三角菱巴 左

※受注生産品

※昴、ラスティーグリーン、クリアマットは受注生産となります

※昴、ラスティーグリーン、クリアマットは受注生産となります

大 小



７

※寸法は働き寸法

※受注生産品

フィット三点廻隅羽根右 フィット三点廻隅羽根左 フィット三点廻隅隅巴
（4寸・4.5寸・5寸）

廻隅寄棟止 大

廻隅寄棟止 小

270 225

※裏面に勾配記載

147

147

紐付片流棟巴 小（テトラ型）

紐付片流棟（テトラ型） 紐付片流棟巴 大（テトラ型） 素片流棟（テトラ型） 素片流棟巴 大（テトラ型）

素片流棟巴 小（テトラ型）

片流棟瓦

210
210

27
5

27
5

大 小大 小

※受注生産品 ※受注生産品※受注生産品

26
5

厚のし

その他

紐付三角切妻巴(大エグリ無)

紐付三角切妻巴(小エグリ無)

大 小

素三角切妻巴(大エグリ無)

素三角切妻巴(小エグリ無)

大 小

※受注生産品 ※受注生産品

30
5

小

大

27
5

28
5 30
5

大

28
5

小

28
5

フィット特桟瓦

202

フィット調整瓦

303

※マットブラウン、昴、ラスティーグリーン、クリアマットは受注生産となります

紐付三角片流棟 紐付三角片流棟巴 大

紐付三角片流棟巴 小

素三角片流棟 素三角片流棟巴 大

素三角片流棟巴 小

※受注生産品

三点廻隅

廻隅四つ又



瓦換気960Ｌ

垂木42×42

８

○マルスギ出荷材　□現地調達材　

　　　　　　 　(針葉樹類）

※図は垂木 42×42
長さ：３ｍ

4
2

42

樹脂棟垂木43×43　　      　　　　 　(ポリスチレン）

瓦座の後に取り付け
三角の瓦座の場合のみ使用

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

軒先メタル（三角）

60

107ﾟ

73

（谷樋）

本谷メタル

雨押え・水切部材

軒先メタルＺ

　瓦座の形状に関係なく取付
　瓦座の前に取り付け

59

2060

6

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

ケラバ捨水切

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

40
15

60

平行壁･流れ壁メタル

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

100

150

3018

ＧＬt=0.35
図は左

壁止め板金　左
壁止め板金　右

100

100

（雨押さえメタル）

流れ壁捨水切

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

120

150

10
15

○ □

○ □ ○ □

○ □

○ □ ○ □

2020
15 15150150

木材

桟木 15×30以上

針葉樹類　防腐処理

1
5

30

樹脂鼻桟　40×35

長さ：3ｍ

4
0

35 水抜き溝

材質：発泡樹脂
針葉樹類

笠木 15×90

 　○　 □ ○ □  　□
1
5

90

副資材

色：黒・茶

SUS430

エクサ雪止金具

68

220

SUS430

40～60,60～100,80～120

棟金具 可変式

色：黒・茶・緑

SUS430

65

212

フィット雪止金具

　 ○ 　 ○ 　 ○

棟金具 固定式

　 ○

#14×32㎜

ステンレススクリュー釘

SUS304

（板金用）
貫止めベルト

カラーGL鋼板

240

20

ステンレスリング釘

SUS304

（桟木用）

#14×45㎜

 　□  　□ 　○

耐風L釘　L-50

SUS304

#12×50㎜

○ □

SUS304

（瓦用）
Ｍリング釘　Ｆ型用

#12×68㎜

125

SUSXM7

ステンレスブロンズビス
（パッキン付）

50,65,75,100

※125は現地調達材

 　○ 　 ○

エクサ/エクサマックス兼用

棟換気部材 野地換気部材
換気の換太郎 換気の換平

2,000㎜×160㎜×21㎜
換気口面積 (271.3c㎡/本)
有効換気天井面積 (43.4㎡/本)

2,000㎜×136㎜×21㎜
換気口面積 (135.6c㎡/本)
有効換気天井面積 (21.7㎡/本)

野地換気部材

瓦換気960Ｓ

960L：996㎜×191㎜×32㎜
換気口面積 (232c㎡/本)
有効換気天井面積 (37.1㎡/本)

有効換気天井面積 (26.6㎡/本)
 　○  　○  　○

960S:996㎜×191㎜×25㎜
換気口面積 (166c㎡/本)

※他色可

ｽﾃﾝﾚｽt=0.35　 ＧＬt=0.35
長さ 1829㎜ 

以上以上

捨水切板金 廻隅用

10 45
ﾟ

150

　棟頂部に使用

350

長さ 350㎜ ＧＬt=0.35

20,40,60

○ □ ○ □

ねじ部φ3.8  4.2mm～



ＥＰＤＭシーラー25×20

長さ 2000㎜

ペンキ

【取り扱いについてのご注意】

・ペンキはタレないように、必要箇所のみ

・局部処理用です。広い部分には使用しな

  塗布してください。

　いでください。 (補修用ペンキは経年変化

  します。広い面積に使用しないでください）

・使用前に色が均一になるまで撹拌してく

　撹拌が不十分だと狙いの色調が出ません。

　ださい。

９

○マルスギ出荷材　□現地調達材　

※　副資材について

　　瓦屋根標準設計・施工ガイドラインの仕様に準拠している部材は使用可能です。

　　製品リスト記載の副資材は当社の推奨品です。

副資材

ＥＰＤＭシーラー15×15

長さ 2000㎜
主にﾌｨｯﾄに使用 瓦1段分

（流壁用シーラー）

5
20

420

5
30

ＥＰＤＭ段付シーラー 防水テープ150×500

主にﾌｨｯﾄ隅棟部に使用

150

500

　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○

　 ○

主にｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽに使用

防水テープ240×18ｍ

主に大棟部に使用

240

色：黒・白

しっくい 瓦用接着剤

シリコン又は変成シリコン
　 ○ ○ □ 　 □  　□

縦桟用テープ

１巻　30ｍ

長さ　1000mm　塩化ビニル
軒先の瓦座(角材)に打ち付けて使用

ホルマル被覆銅線

　　　又はステンレス線

＃19以上□ ○  　□□ ○

改質アスファルトルーフィング

平板用軒先プラ面戸 F-30

色：黒

平板用軒先プラ面戸 F-45

60

材質 発泡樹脂

樹脂隅木

○ □



大 小

素三角棟瓦

紐付三角棟瓦

１０

製品使用箇所

三角菱巴 右 素三角菱巴 右

紐付三角切妻巴
（大エグリ有）

紐付三角切妻巴
（小エグリ有）

（小エグリ有）（大エグリ有）
素三角切妻巴 素三角切妻巴

幅広袖 左幅広角 左 幅広袖寸長 左

エクサ桟瓦 エクサ半瓦右･左 エクサ雪止瓦

左右

フィット３０３
桟瓦

フィット３０３
半瓦

フィット３０３
雪止瓦

兼用袖寸長兼用袖兼用角

紐角 左 紐袖 左 紐袖寸長 左

紐付片流棟
（テトラ型）

紐付片流棟巴

素片流棟巴
 大･小（テトラ型）

 大･小（テトラ型）

兼用袖寸長兼用角 兼用袖

三角菱巴 左 素三角菱巴 左

幅広角 右 幅広袖寸長 右幅広袖 右

紐角 右 紐袖 右 紐袖寸長 右

i-Net袖角瓦 左 i-Net袖瓦 左 i-Net寸長袖瓦 左

i-Net袖角瓦 右 i-Net袖瓦 右 i-Net寸長袖瓦 右

エクサマックス桟瓦

i-Net隅瓦

i-Net寸長隅瓦

差し棟

三角隅棟止

素三角隅棟止

i-Net隅角瓦

差し棟止差し棟寸長

大･小

大･小

紐付三角片流棟

素三角片流棟

素三角三ツ又

紐付三角三ツ又

i-Net寄棟止

※三点廻隅 + 一体袖 使用箇所P.23へ

素三角片流棟巴

紐付三角片流棟巴

素片流棟
（テトラ型）

差し棟寄棟止
大･小



ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ･ﾌｨｯﾄ303：
ﾌｨｯﾄ306：

７．屋根瓦割寸法

１１

野地の瓦割り付け

＊瓦の割り付けをする場合は下記寸法によって割り付けてください。

＊瓦割りをせず、屋根の大きさに合わせ瓦を切断･加工して施工することも出来ます。

注意　破風板内々の寸法

＊ケラバ側の桟瓦は下図のようにカットして使用してください。

1515

55

カ
ッ
ト

カ
ッ
ト

【エクサ半瓦 又は フィット半瓦を使用する場合】

50 10

＊流れ方向の野地寸法は、280㎜（瓦の出60㎜の場合）＋桟瓦の働き足280㎜（標準）の倍数＋20㎜

　で決めてください。

303（又は151.5）の倍数+30

28
0の

倍
数
+2
0

28
0の

倍
数
+2
0

（
流
れ
寸
法
）

（
流
れ
寸
法
）

（
流
れ
寸
法
）

20

280

280

280

280

60

切り落とす

55

※エクサ半瓦右・左の上部桟瓦は
  端を切り落としてください。(図は右）

＊桁行方向の野地寸法は、桟瓦の働き幅303mm又は151.5mmの倍数＋60㎜で決めてください。

＊桁行方向の野地寸法は、桟瓦の働き幅303mm(306㎜)又は151.5mm(153㎜)の倍数＋30㎜で決めてください。

306（又は153）の倍数+60ﾌｨｯﾄ306：

ﾌｨｯﾄ306：
303（又は151.5）の倍数-30
306（又は153）の倍数-60

【桟瓦を切断する場合】

303

303

303

303

303

303

303

303

303

151151

303 303 303 303 303

28
0の

倍
数

ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ･ﾌｨｯﾄ303：

ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ･ﾌｨｯﾄ303：

303（又は151.5）の倍数
306（又は153）の倍数

※登り淀は高さ調整をして適切な高さで施工してください。

※登り淀は高さ調整をして適切な高さで施工してください。



　・屋根勾配3.0寸勾配以下の場合は、軒先部が逆勾配とならないように注意してください。

　・軒先メタルＺは瓦座を取り付ける前に取り付けてください。

８．軒先・袖の下地納まり

＊破風板にサイディングボードを差し込む場合は、破風板面と袖瓦取り付け面の間を、ボードの厚み

軒先

袖

5
5

35～50

5
5

35～50

破風板 破風板

ケラバ捨水切

野地板

ケラバ捨水切

野地板登り淀

１２

＊軒先の立ち上がりは40～45㎜です。瓦の出寸法や戻り勾配を考慮して決めてください。

＊瓦座をあとから取り付ける場合は軒先メタルＺを使用します。

　・木材の瓦座を使用する場合は、瓦座前面に平板用軒先プラ面戸を取付けて木材表面をカバー

　・水抜きの無い瓦座を使用する場合は、縦桟用テープを瓦座の下に入れてください。

　以上確保するように任意のサイズのスペーサーを取り付けるなど処置をしてください。

△ 縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。

改質アスファルトルーフィング 改質アスファルトルーフィング

　　してください。

　・屋根勾配3.0寸勾配以下の瓦座は、40㎜以下を推奨いたします。

縦桟用テープ

野地板平板用軒先プラ面戸

軒先メタルＺ

樹脂鼻桟 40×35
瓦座 42×42　　

△

改質アスファルトルーフィング

　・屋根勾配3.0寸勾配以下の軒先図は、24ページをご参照ください。

＊登り淀 及び 破風板の立ち上がり寸法は55㎜程度です。場合によっては高さ調整してください。

＊登り淀の幅 及び 破風板の幅は35～50㎜にしてください。



９．下葺工事

大棟 隅棟流れ方向 桁行方向 谷 壁際

250mm以上 250mm以上
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ重ね

立ち上げ寸法
100mm以上 300mm以上

300mm以上
重ねる

捨てﾙｰﾌｨﾝｸﾞ＋

200mm以上
水上側で

重ねる
立ち上げる

重ねる 重ねる
重ねる

棟芯より 水下側で

＊ルーフィングは桁行き方向に横張りしてください。

＊ルーフィングの重ね、立ち上げ寸法は下記図及び表を参考にしてください。

＊軒先は瓦座の先端まで張ってください。

防水材

壁下地

野地板

300mm以
上

ルーフィング

10
0m
m以

上

2
5
0
mm
以

上

30
0m
m以

上
300mm以

上

１３

　コーキング等で補強してください。

＊ピンホールが出来るおそれのある所、破れた所は、ルーフィングの材質に合わせた防水テープや



１０．桟葺き－１

　タッカーで取り付けてください。

＊縦桟は縦桟用テープを使用し、垂木ピッチに 垂木ピッチ
桟木 15×30㎜以上

葺
足

ピ
ッ

チ※

　に傾けるように注意してください。

＊耐風Ｌ釘の取付は耐風Ｌ釘の押さえ部を水下

　耐風Ｌ釘１ヶ所で固定してください。

＊軒先桟瓦の出は60㎜を標準とします。

＊軒先桟瓦は、Ｍリング釘 Ｆ形用を２ヶ所と、

縦桟打ち・瓦桟打ち

桟葺き・軒先

桟葺き・平部

１４

ステンレスリング釘 45㎜以上

※瓦屋根標準設計施工ガイドラインに準じた桟木留め付け用の釘を

　推奨致します。

軒先メタル
耐風Ｌ釘 50㎜

Ｍリング釘 Ｆ形用

瓦座

△

　のものを選んでください。

＊桟木は、15×30㎜以上、材質・形状的に良質

＊瓦桟は葺き足ピッチに合わせ垂木ごとにステン

　レスリング釘45mm以上で固定してください。

　（水抜き桟木を使用する場合は不要です。）

縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。

縦桟用テープ△

＊＜フィット、エクサ/エクサマックス＞軒先以外に使用する桟瓦は、下の桟瓦の防災フック部に

＊平部の釘打ちする桟瓦は下記図を参照し、釘穴にＭリング釘Ｆ形用で全数固定してください。

　防災ロック部がかみ合わさるようにし、桟葺き基準線とアンダーラップの左端が重なる位置に

　施工してください。

防災フック 防災ロック部

桟葺き基準線

オーバーラップ

かみ合わせる

Ｍリング釘 Ｆ形用

防災フィット・イーグルエクサ/エクサマックス
拡大図

　してください。

アンダーラップ

3.0寸勾配以下
EPDMシーラー

＊＜エクサ/エクサマックス＞3.0寸勾配以下では、下記図のようにエクサ半瓦にシーラーを追加

エクサ半瓦 左エクサ半瓦 右



垂木

桟瓦をカットする場合
ドリルで穴開け後、釘で固定

１０．桟葺き－２

910 910

垂木 棟金具

＊垂木と桟瓦の隙間は、出来るだけ少なくしてください。

＊加工した半端の桟瓦は、レベルを調整し、釘又は銅線で取り付けてください。

　（特に小さい桟瓦は瓦用接着剤で接着してください。）

＊棟金具に垂木を釘で固定してください。

＊桟瓦を棟際まで葺き上げてください。

＊大棟際の桟瓦をカットする場合は桟木で高さを調整し、桟瓦にドリルにて穴開けし、釘で固定

　してください。

＊棟金具に垂木を釘で固定してください。

防災フックを除去

＊大棟際の桟瓦が１枚物で納まる場合、その瓦の防災フックを除去してください。

桟葺き・隅棟

桟葺き・大棟

1枚物で納まる場合

910 910

垂木 棟金具

ドリルにて穴開け

Ｍリング釘　Ｆ形用

瓦用接着剤は、アンダーラップ水返しの端側

1
0
m
m
程

度
とめ付けてください。
に打ち、瓦用接着剤の高さは10mm程度にして

垂木

棟金具

棟金具

棟金具

910

910

30

30

30

桟木 ２段

１５

穴開け

銅線

＊隅棟際の桟瓦は、三角形の先端部30mm程隅切りしてください。

棟金具の取り付けピッチは

910mm以下にしてください

隅切り



　ください。

１１．袖の納まり

＊桟瓦の上にEPDMシーラー15×15を330mm程度に切って、瓦１枚ごとに頭から尻部まで貼ってください。

捨水切・桟葺き

１６

＊小動物対策として瓦座の端部はケラバ捨水切形状に切り欠いて、登り淀まで伸ばしてください。

＊袖際にはケラバ捨水切を使用し、捨て水切りの先端は野地先端から15mm程度出してください

袖瓦取付け

　50㎜１ヶ所で固定してください。

＊袖瓦、角瓦は側面よりステンレスブロンズビス（パッキン付き）

【左右i-Net袖瓦】

＊袖瓦、角瓦は側面よりステンレスブロンズビス（パッキン付き） 75㎜と50mmとで２ヶ所、

【兼用袖瓦 兼用角瓦】、

　上面よりステンレスブロンズビス（パッキン付）75㎜１ヶ所で固定してください。

＊幅広袖瓦は桟木ピッチ270～285㎜の時にのみ使用できます。

＊袖瓦、角瓦は側面よりステンレスブロンズビス（パッキン付） 50mmで２ヶ所、

、

　上面よりステンレスブロンズビス（パッキン付）75㎜１ヶ所で固定してください。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）50mm

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

ステンレスブロンズビス（パッキン付）50mm

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

兼用角は側面に下地桟を
取付け袖との通りをそろ
えてください。

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

【幅広袖瓦 幅広角瓦】

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

ステンレスブロンズビス
（パッキン付）50mm

ステンレスブロンズビズ
（パッキン付）75mm

※図は紐袖瓦

　50mmで２ヶ所、上面よりステンレスブロンズビス（パッキン付）

ステンレスブロンズビス（パッキン付）50mm

＊エクサ/エクサマックスのとき、袖部にて桟瓦の低い位置で納まる場合はEPDMｼｰﾗｰを２重貼りにして

小動物対策

15
mm
程
度

ケラバ捨水切

瓦座は端部まで伸ばす

捨てビス等

適宜

登り淀

＊必要に応じて袖瓦が転ばないよう捨てビスや下地桟

　を打ち、袖瓦を水平に取り付けてください。



＊隅棟の芯を出し棟金具を910mmピッチにて取付けてください。

＊棟金具の設定高さは使用する冠瓦に合わせ、右表のものを使用してください。

＊棟用垂木を取付け、棟金具に釘で固定してください。

91
0

91
0

910 910

棟金具：隅棟
設定高さ

８０ ６０ 40～60 30～50

棟金具：大棟
設定高さ

素三角棟紐付三角棟 紐付三角棟 素三角棟

棟用垂木の取付け

１７

 ス（パッキン付）75mm、２本で固定する。）

【湿式】

棟瓦の取付（大棟）

　　　　＊棟芯にシリコン入南蛮しっくいを入れます。

この際冠瓦の幅より30mm程度ひかえて下さい。

　　　　＊大棟の通りに注意して、垂木に冠瓦をステン

　　　　　レスブロンズビス（パッキン付）75mmで固定

垂木 42×42

防災フィット桟瓦

素三角棟

シリコン入り南蛮漆喰

棟金具

野地板

縦桟用テープ△

改質アスファルトルーフィング

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

ルーフィングの上から
（桟木15mm縦桟2mmの場合）

瓦の厚み

フィット 80

75エクサ/エクサマックス

縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。△

してください。（巴はステンレスブロンズビ

垂木 42×42

棟金具

野地板

縦桟用テープ△

改質アスファルトルーフィング

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

ルーフィングの上から
（桟木15mm縦桟2mmの場合）

瓦の厚み

フィット 80

75エクサ/エクサマックス

縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。△

【乾式】

EPDMシーラーを三角棟を置く位置に合わせ

貼り付けてください。

　　　　＊防水シートを垂木を包むようにかぶせ、

　　　　＊大棟の通りに注意して、垂木に冠瓦をステン

　　　　　レスブロンズビス（パッキン付）75mmで固定

してください。（巴はステンレスブロンズビ

 ス（パッキン付）75mm、２本で固定する。）

素三角棟

防水テープ 240×18m

ｴｸｻ、ｴｸｻﾏｯｸｽ：EPDMシーラー25ｘ20
ﾌｨｯﾄ：EPDMシーラー15ｘ15

防災フィット桟瓦

※高さが足りない場合は2重貼り

【湿式】

棟瓦の取付（隅棟）

棟垂木 42×42

棟金具６０

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm素三角棟

シリコン入り南蛮漆喰

△

改質アスファルトルーフィング

　　　　＊棟芯にシリコン入南蛮しっくいを入れます。

この際冠瓦の幅より30㎜程ひかえてください。

　　　　＊隅棟の通りに注意して、垂木に冠瓦をステ

　　　　　ンレスブロンズビス（パッキン付）75mmで

固定してください。（隅棟止はステンレス

ブロンズビス（パッキン付）75mm、２本で

固定する。）

防災フィット桟瓦

縦桟用テープ

縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。△

棟垂木 42×42

棟金具６０

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm素三角棟

△ 縦桟用テープ

縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。△

EPDMシーラー25ｘ20

防水テープ 240×18m

※高さが足りない場合は2重貼り

防災フィット桟瓦

１２．三角棟瓦工法

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

改質アスファルトルーフィング

【乾式】

固定する。）

貼り付けてください。

EPDMシーラーを三角棟を置く位置に合わせ

　　　　＊防水シートを垂木を包むようにかぶせ、

　　　　＊隅棟の通りに注意して、垂木に冠瓦をステ

　　　　　ンレスブロンズビス（パッキン付）75mmで

固定してください。（隅棟止はステンレス

ブロンズビス（パッキン付）75mm、２本で

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。



[隅棟部]

[大棟部]

＊棟芯に棟金具を910㎜ピッチで取付けます。

120㎜ 910㎜

＊大棟冠取付け用垂木は、大棟の端部より

　120㎜出して、棟金具に固定してください。

大棟

瓦桟・棟垂木の取付け

＊隅棟の芯を出し、棟芯に垂木を合わせる。

＊垂木の先端は、軒先の瓦座面で合わせる。

垂木

瓦桟

＊瓦桟は隅棟芯で２面の桟木位置が交わる様に施工してください。

設定高さ

１８

隅棟芯

フィット ４０

５０

１３．i-Net隅瓦工法－１

３．金具を野地に釘で固定します。

１．金具中心の釘穴と垂木中心を合わせ釘で固定します。

２．貫止めベルトを垂木形状に合せて曲げます。

≪貫止めベルトの使用方法≫

③

エクサ/エクサマックス

貫止めベルト（棟金具０）

＊垂木の取付けは貫止めベルト（棟金具０）を

  使用してください。

＊隅棟部の先端に、必要な場合は下地桟を取り付け

  ます。（カッポンの高さを調整するためです）

① ②



　シーラーが 必要 です。

１９

１３．i-Net隅瓦工法－２

隅棟部への防水施工

　瓦表面を清掃してから貼ってください。

　テープの接着力が落ちます。防水テープを施工する場合は、

＊瓦表面が霜などで濡れていたり、埃などで汚れていると防水

　ながら、1段ずつ丁寧に貼ってください。

[防水テープ]

＊防水テープ150×500mmを隅芯に合わせ、上段の瓦に差し込み

防水テープ150×500mm

＊隅棟の棟芯と隅瓦の棟芯を合わせ、上段の桟瓦頭見つけに当て止めして取り付けてください。

i-Net隅瓦の施工

＊軒先はi-Net隅角瓦を取り付け、2段目以降はi-Net隅瓦を施工します。

＊隅瓦は隅棟用下地にステンレスブロンズねじ（パッキン付）　100mm（前側）と75mm（後側）で留め付けます。

[EPDMシーラー]

＊防災フィット303の場合はEPDMシーラーは 不要 です。

　防水テープの端にEPDMシーラー25×20を貼ってください。

　但し、イーグルエクサ/エクサマックスの場合はEPDM

　＊陸棟際の隅瓦は棟芯及び陸棟垂木に合わせて切り合わせてください。

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

EPDMシーラーなし

防災フィット

イーグルエクサ/エクサマックス

EPDMシーラー25×20

i-Net隅瓦 i-Net隅瓦

ステンレスブロンズねじ（パッキン付）100mm

ステンレスブロンズねじ（パッキン付）75mm

i-Net隅瓦



[隅棟部]

[大棟部]

＊棟芯に棟金具を910㎜ピッチで取付けます。

120㎜ 910㎜

＊大棟冠取付け用垂木は、大棟の端部より

　120㎜出して、棟金具に固定してください。

大棟

瓦桟・棟垂木の取付け

＊隅棟の芯を出し、棟芯に垂木を合わせる。

＊垂木の先端は、軒先の瓦座面で合わせる。

  は貫止めベルト（棟金具０）を使用してください。

＊防災フィットの場合、垂木の野地への取付け

  棟金具２０を使用してください。

垂木

瓦桟

防災ﾌｨｯﾄ　貫止めベルト（棟金具０）

＊瓦桟は隅棟芯で２面の桟木位置が交わる様に施工してください。

設定高さ

＊隅棟部の先端に、必要な場合は下地桟を取り付け

  ます。（差し棟カッポンの高さを調整するためです）

隅棟芯

フィット ４０

５０

＊エクサ/エクサマックスの場合、垂木の取付けは

ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ　棟金具 ２０

エクサ/エクサマックス

３．金具を野地に釘で固定します。

１．金具中心の釘穴と垂木中心を合わせ釘で固定します。

２．貫止めベルトを垂木形状に合せて曲げます。

≪貫止めベルトの使用方法≫

１４．差し棟工法－１

２０

③① ②



　　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ重ね水下側で250mm以上

  密着させます。この際、防水テープは次の段の桟瓦を上げ、100mm程度重ねてください。

  

＊棟芯部の差し棟瓦は、大棟の垂木に密着する様にカットします。

　（葺きじまいの桟瓦が１枚もので納まった場合には、差し棟寸長を使用します。）

[フィット]

差し棟寸長

カット

垂木

隅棟・桟瓦防水（乾式）

＊差し棟を、ステンレスブロンズビス（パッキン付）前部100mm、後部75mmにて固定してください。　

EPDMシーラー設定

 

垂木

後部　ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

EPDMシーラー

防水テープ

前部　ステンレスブロンズビス（パッキン付）100mm

防水テープ設定

EPDMシーラー15×15ゴムアス系ルーフィング桟木 15×30

垂木 42×42

貫止め金具（棟金具０）

差し棟

防水テープ150×500

＊防水テープの端にEPDMシーラー（ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ 25×20　ﾌｨｯﾄ 15×15）を密着させます。  

フィット 150×500

175×500

15×15

25×20

フィット

エクサ/エクサマックス エクサ/エクサマックス

[エクサ/エクサマックス]

注）ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽで6寸勾配の
　　場合は差し棟と桟瓦の隙間を
　　考慮して垂木を10mm低い
　　ものを使用するなどして､
　　高さ調整してください。

＊隅棟の桟瓦部に防水テープ（ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ 175×500 ﾌｨｯﾄ 150×500）を一段ごとに

１４．差し棟工法－２

２１

垂木 42×42 差し棟

棟金具20

ゴムアス系ルーフィング桟木 15×30

差し棟

EPDMシーラー25×20

防水テープ175×500



＊桟瓦の上から防水テープ240×18mを貼ってください。

２）冠瓦の取付

  ﾌｨｯﾄ：15×15）を貼ります。

＊防水テープの端部にEPDMシーラー（ﾛｯｸ､ｴｸｻ：25×20、

大棟の納まり

EPDMシーラー設定

防水テープ240×18m

EPDMシーラー

＊大棟部には素三角寄棟止をステンレスブロンズビス（パッキン付）

  75mmで２本で固定し、素三角棟はステンレスブロンズビス （パッキン付）75mm１本で固定してください。

差し棟と寄棟止の合わせ部は
コーキング処理してください。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75㎜

EPDMｼｰﾗｰ 棟金具

設定

棟金具

EPDMシーラー

垂木 42×42防水テープ 240×18m

素三角棟

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75㎜

素三角棟

素三角寄棟止

＊防水テープの先端は垂木の端から100mm程度出してく

  ださい。

＊テープの先端中央に切れ目を入れて貼り付けてくだ

  さい。

陸棟の長さに合わせて
カットする

＊陸棟の長さに合わせて三角棟をカットして施工してください。

ﾌｨｯﾄ

15×15

25×20

ﾌｨｯﾄ

５０

４０

エクサ/エクサマックス

１）防水テープとEPDMシーラーの施工

エクサ/エクサマックス

15×15

25×20

１４．差し棟工法－３

２２



＊廻隅瓦の適用勾配は４.０、４.５、５.０寸勾配です。

２３

＊４寸勾配以上（瓦は防災フィット）で使用してください。

１５．三点廻隅工法－1

30

フィット一体袖瓦（左） 防災フィット桟瓦 フィット半瓦 フィット一体袖瓦（右）

【流れ方向】

28060
軒先ピッチ

平部ピッチ

平部ピッチ

20

平部ピッチ

（平部ピッチ以下）

【桁行方向：切妻】

＊野地寸法は軒先ピッチ280mm（瓦の出60mmの場合）

＊割付をしない場合は棟際の桟瓦を切断して調整し

5.0寸4.5寸4.0寸

280軒先

平部

ピッチ
屋根勾配

（単位mm）

　屋根勾配に合わせる必要はありません。
※切妻のみの屋根の場合、平部ピッチは

＊割付をしない場合は調整瓦を使用して桁行寸法を調整してください。

寸法に合わせてカット

カットした調整瓦

調

調 半

半 右
袖

半：半瓦

調：調整瓦

左
袖

　＋平部ピッチの倍数＋20mmで決めてください。

　てください。

30

フィット調整瓦
フィット桟瓦

151.5303 303 303151.5 151.5
＊野地寸法は、303mmの倍数で決めてください。

151.5 151.5～303 303 303

272 277 282

調

調

半

半

三点廻隅工法　屋根勾配

三点廻隅工法　瓦割寸法



２４

１５．三点廻隅工法－２

＜寄棟屋根で使用する瓦の種類＞

寄棟屋根の施工（三点廻隅）

＜切妻屋根で使用する瓦の種類＞

フィット桟瓦

カット

【陸棟部】

素三角棟瓦

廻隅寄棟止

【隅棟部】

フィット三点廻隅センター（4寸 4.5寸 5寸）

フィット三点廻隅羽根左

フィット三点廻隅羽根右

カット調整

【平部】

フィット特桟瓦

フィット桟瓦

フィット調整瓦

（働き幅：151.5～303㎜）

（働き幅：202㎜）【谷部】

切妻屋根の施工（一体袖）

【陸棟部】

【袖部・平部】

素三角棟瓦

素三角切妻巴
（エグリなし）

カット調整

フィット一体袖左

フィット調整瓦

フィット半瓦

（内寸幅：152㎜）

（働き幅：151.5～303㎜）

フィット一体袖右
（内寸幅：152㎜）

フィット桟瓦



２５

１５．三点廻隅工法－３

桟木ピッチは屋根勾配毎に違います。

隅棟際の瓦施工パターン

２

０
※

特
桟
瓦
の
枚
数

１
サ
イ
ク
ル

繰
り
返
し

２

１

０

１

０

１

２

１

２

特
桟
瓦
の
枚
数

１
サ
イ
ク
ル

←右から左へ施工します

　特桟瓦の枚数は「０→１→２」「１→２→０」「２→０→１」のいずれかの繰り返しとなります。

繰
り
返
し

０

※葺き仕舞いの特桟瓦の配置パターンは、野地の割付によって変わります。

調整瓦（現場でカットし、幅寸法の調整を行います）

特桟瓦（幅202㎜の小さい桟瓦です）
右 左 廻隅

（一段に１つ取付け）
桟
木
ピ
ッ
チ

軒
先
28
0㎜

瓦座

桟木

隅芯

50㎜程度あける

50mm

50
mm

樹脂隅木

50mm

50
mm

隅棟芯には墨を打つ
ビス38mm以上
（SUS410以上）

瓦座軒先側より
50mm程度あける

○ ×

隅棟芯で２面の桟木位置が交わる

様に施工して下さい。

瓦座に干渉する部分をカットする

※三角の瓦座を使用する場合は、
　瓦座を切り欠いて取り付けてください。
（廻隅隅巴は樹脂隅木にビス固定します。）

屋根勾配
桟木ピッチ 4.0寸 4.5寸 5.0寸

※隅棟で桟木ピッチをとる場合、桟木ピッチに

  隅棟伸率をかけてください。

勾配伸び率

平部

軒先

1.365 1.353 1.342

280

272 277 282

＊隅棟際の瓦の割付は３段で１サイクルとなり、４段目以降はそのサイクルの繰り返しとなります。

瓦接着剤にてアンダーラップ裏面と下段の瓦を接着する

瓦接着剤

桟瓦

（仮置き）

（仮置き）

桟瓦

（仮置き）

廻隅左

廻隅右

廻隅瓦以外のフックの係らない瓦は、

※屋根勾配に合わせた廻隅センターを使用する。

廻隅センターはパッキン付ステンレスねじ75㎜で

留め付けてください。

施
工

方
向

＊廻隅右と左との隣に桟瓦を仮置きし、廻隅センターと屋根の隅芯を合わせて施工します。

下地材の取り付け（隅棟部）

葺き始め



２６

１５．三点廻隅工法－４

＊桟瓦を左隅棟際まで施工し、廻隅右と桟瓦の隙間（Ａ寸法）を測定します。

下図のパターンに従って、特桟瓦と調整瓦を配置してください。

捨水切板金 廻隅用

捨水切板金 廻隅用

陸棟芯

廻隅右 廻隅左

廻
隅

左

廻
隅
右

廻隅右 廻隅左

【三角面の最上段】 【棟際：調整瓦で調整できないパターン】

＊三角面の最上段では、廻隅右と廻隅左を棟芯で切り合わせて施工します。

棟際で廻隅右～廻隅左間が151.5㎜未満となる場合は、桟瓦をカットして納めてください。

カットによって瓦のアンダーラップがなくなる箇所には捨水切板金を入れてください。

陸棟芯に合わせて

カットします

151.5㎜未満

桟瓦
アンダー側をカットします

葺き仕舞い

棟際

桟瓦

桟瓦

廻隅右

桟瓦

切断

調整瓦※切断面は

タッチアップ

切断

調整瓦

桟瓦１枚はずす

廻隅右

特桟瓦

桟瓦

桟瓦

※切断面は

タッチアップ

タッチアップ

※切断面は

切断

桟瓦２枚はずす
桟瓦

特桟瓦

特桟瓦

調整瓦

桟瓦

桟瓦

Ａ
寸

法

廻隅右

Ａ寸法 を測定します。

Ａ寸法：101㎜以下の場合

Ａ寸法：101㎜を超え202㎜以下の場合 Ａ寸法：202㎜を超え303㎜以下の場合



２７

１５．三点廻隅工法－５

＊破風板は立ち上げず、野地端から30㎜の位置に登り淀（桟木）を流してください。

パッキン付ステンレスねじ75mm

登り淀（桟木）30
Ｍリング釘Ｆ形用

桟瓦１枚はずすＡ寸法：151.5㎜以下の場合 Ａ寸法：151.5㎜を超え303mm以下の場合

＊角瓦はありませんので、軒先も袖瓦を使用してください。

＊軒先の袖瓦が外側に転ばないよう捨てビスを打ち、袖瓦を水平に取り付けてください。

＊葺き仕舞いは、調整瓦をカットして幅調整を行ってください。

瓦接着剤

調整瓦

半瓦

調整瓦

半瓦

＊桟瓦を左袖際まで施工し、左袖瓦と桟瓦の隙間（Ａ寸法）を測定します。

下図のパターンに従って、半瓦と調整瓦を配置して下さい。

Ａ寸法

捨てビス

袖瓦が転ばないよう
捨てビスを打つ

捨てビスにて袖瓦を水平に取り付け

調整瓦

切断面は塗装

調整瓦

下地材の取り付け（袖部）

袖部

切妻部の袖瓦の納まり

半瓦
調整瓦

半瓦
調整瓦

半瓦

※切断面は塗装

※切断面は塗装

調整瓦
切断調整瓦

切断



谷部

＊釘穴をあけられない様な小さな半端瓦は、隣接する釘固定してある加工していない瓦とシーリング等で

　接着して下さい。

＊雀等が入らないように谷樋上部にＥＰＤＭシーラーを貼り隙間を塞いで下さい。

＊谷部の桟瓦は、本谷の立ち上がりより75mmの位置でカットして下さい。

＊本谷メタルは、ジョイント部分で100mm以上重ね２条シーリングして下さい。

＊本谷メタルに下図の位置に面戸部材としてＥＰＤＭシーラーを施工して下さい。

＊谷部はあらかじめ幅１ｍでルーフィングを捨て貼りして下さい。

ﾙｰﾌ
ｨﾝｸ

ﾞ重
ね水上側で200

mm以
上

150
.0

75.
0

ステンレススクリュー釘

ルーフィング捨て張り

EPDMシーラー25×20 本谷メタル

２段貼り

切り口の通りを揃えて下さい

ＥＰＤＭシーラー

本谷メタル

２条シーリング
重ね代100mm以上

１６．谷の納まり

２８



＊紐付片流棟巴(テトラ型)、素片流棟巴(テトラ型)ともエグリ無の１種類です。

  袖瓦を差し込む部分は現場で切り欠いて使用してください。

  棟、巴は下記図のように配置してください。

片流冠使用上の注意

　（巴も同様にステンレスブロンズビス（パッキン付）100mm ２本で固定。）

２本で固定してください。

＊棟の通りに注意して、片流棟瓦をステンレスブロンズビス（パッキン付）100mm 

片流れ部

※ステンレスブロンズビス（パッキン付）は他色可。

桟瓦

上面から２本で固定　

ステンレスブロンズビス（パッキン付）100mm

紐付片流棟（ﾃﾄﾗ型）

化粧破風

【湿式】

【乾式】

桟瓦

上面から２本で固定　

ステンレスブロンズビス（パッキン付）100mm

化粧破風

乾式面戸シート

紐付片流棟（ﾃﾄﾗ型）

ルーフィングを垂らし、垂らした

ルーフィングに乾式面戸シートを

貼り付けてください。

シリコン入り南蛮漆喰

１７．片流れの納まり

２９

＊片流棟巴には 大、小 がありますので、注意して使用してください。

※図は参考納まりとなります。実際の現場状況を考慮して施工してください。



＊平行壁流れ壁メタルを笠木にステンレススクリュー釘 32㎜で固定してください。

＊壁際の桟瓦が半端物で納まる場合は桟木で高さを調整し、桟瓦にドリルにて穴を開け、釘で固定

　してください。

＊流れ壁際は流れ壁捨水切を取り付けてください。

＊壁際の桟瓦の防災フックがあたる場合は防災フックを除去してください。

＊EPDM段付シーラー(１枚／瓦１段)を密着させます。

流れ壁際

水平壁際

壁

ステンレススクリュー釘 32mm

平行壁流れ壁メタル

流れ壁捨水切

EPDM段付きシーラー

EPDM流れ壁用シーラー

ステンレススクリュー釘32㎜

流れ壁捨水切

笠木15×90以上

平行壁流れ壁メタル

2
 
5
 
0
 
㎜
以
上

ルー

フ
ィ
ン
グ
の
立
ち
上
げ

壁 平行壁流れ壁メタル

EPDMシーラー笠木

ステンレススクリュー釘 32mm

防災フックを除去

笠木15×90以上

平行壁流れ壁メタル

ステンレススクリュー釘32㎜

ＥＰＤＭシーラー

＊平行壁流れ壁メタルを、笠木にステンレススクリュー釘 32㎜で固定してください。  

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100㎜以上重ね２条シーリングしてください。

＊平行壁流れ壁メタルのジョイント部は100㎜以上重ね２条シーリングしてください。

15×15フィット

25×20

＊桟瓦の上面にEPDMシーラー(ｴｸｻ/ｴｸｻﾏｯｸｽ:25×20 ﾌｨｯﾄ:15×15)を貼ってください。

エクサ/エクサマックス

１８．壁際の納まり

３０



雪止及び雪止金具の取付方法

＊雪止及び雪止金具は軒桁上に横一段で取り付けてください。

＊雪止及び雪止金具は積雪量、屋根勾配ごとに雪止取付枚数が異なります。

＊地域ごとに雪質等も異なるため、地域にあった施工をしてください。

＊雪止及び雪止金具を基準通りに取付けても、気象条件などによっては

　雪が落下する事があります。雪を完全に止めるものではありません。

＊エクサ雪止、エクサ雪止金具はエクサとエクサマックス兼用です。

＊Ｍリング釘Ｆ形用 ２本で固定してください。

　［雪止瓦の取付方法］

＊全色取り揃えています。

　［雪止瓦の取付基準］

　設置状況、地域の状況に応じて、最適な取り付けを行ってください。

　雪止め設置ルールについてアドバイスが必要なときには弊社営業担当へお問い合わせください。

＊雪止め瓦及び雪止め金具は、地域の最深積雪量、屋根勾配、流れ長さなどの条件で取り付け基準が変わります。

　太陽光発電パネルを設置した場合、雪が滑落しやすくなる事があります。

　雪止めの増設などが必要になる場合がありますので、その際は、弊社営業担当までご相談ください。

エクサ雪止金具

Ｍリング釘Ｆ形用

イーグルエクサ桟瓦

Ｍリング釘Ｆ形用

防災フィット桟瓦

フィット雪止金具

＊雪止金具は色種が限られます。下表を参考に色を選択してください。

＊Ｍリング釘 Ｆ形用で下図のように固定してください。

遮熱対応色

雪止金具色 緑茶黒

銀富士・昴

ストレートブラック

瓦色 マットブラウン ラスティーグリーン

※ 遮熱対応色 ：バーニングレッド、クリアマット、ピーチ、サンド

　［雪止金具の取付方法］

リング釘 F形用

フィット雪止瓦 エクサ雪止瓦
エクサ雪止瓦

EPDMシーラー

＊3.0寸勾配以下で雪止瓦を使用される場合は下記図のようにシーラーを追加してください。

3.0寸勾配以下

横一段軒桁上

１９．雪止及び雪止金具の施工

３１



エクサ半瓦 左エクサ半瓦 右

△ 縦桟用テープは水抜き桟木使用の場合、不要。

軒先

縦桟用テープ

野地板

軒先メタルＺ

△

改質アスファルトルーフィング

　・屋根勾配3.0寸勾配以下の瓦座は、高さ40㎜以下を推奨いたします。

桟葺き・平部

雪止及び雪止金具の取付方法

　右記図のようにシーラーを追加してください。

エクサ雪止瓦

　・屋根勾配3.0寸勾配以下の場合は、軒先部が逆勾配とならないように注意してください。

・3.0寸勾配以下で雪止瓦を使用される場合は、

・3.0寸勾配以下では、右記図のようにエクサ半瓦

　にシーラーを追加してください。

!

!

EPDMシーラー

EPDMシーラー

40

＜エクサ/エクサマックス＞

!

瓦座：高さ40㎜以下

平板用軒先プラ面戸

３２

２０．３.０寸勾配以下の注意点

3.0寸勾配以下

3.0寸勾配以下

3.0寸勾配以下
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